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令和６年度 財政援助団体等監査結果報告（第１回分） 

 

 地方自治法第１９９条第７項の規定に基づき財政援助団体監査を実施したので、その結

果を同条第９項の規定により次のとおり報告します。 

 なお、今回の監査は、監査委員鈴木正和と前監査委員深津寧子氏（令和６年５月３１日

付け退任）によって実施したので、その旨申し添えます。 

写 
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令和６年度 財政援助団体等監査結果報告書 

 

１ 監査の種類 

  財政援助団体監査 

 

２ 監査の対象 

  社会福祉法人 藤枝市社会福祉協議会 

 

３ 監査の範囲 

  令和４年度及び令和５年度における財政援助に係る出納その他の事務の執行状況 

 

４ 監査の方法 

  監査は、財政援助に係る出納その他の事務が適正かつ効率的に行われているかに主眼

を置き、令和４年度及び５年度に団体に交付した藤枝市福祉のまちづくり事業費補助金

を対象に、藤枝市社会福祉協議会及び健康福祉部福祉政策課から提出された関係書類を

検査するとともに、関係者から説明を求め、事業の実施状況及び補助金の執行状況につ

いて、藤枝市監査基準に基づき監査を実施した。  

 

５ 監査の期日 

  令和６年５月２８日 

 

６ 監査の結果 

 (1)  団体の概要 

  ① 設立及び目的 

    昭和 30 年８月 １日 任意団体として設立 

    昭和 45 年３月 16 日 社会福祉法人として認可 

    昭和 45 年４月 ８日 社会福祉法人として登記 

    平成 21 年１月 １日 藤枝市社協と岡部町社協の合併 

藤枝市における社会福祉事業その他の社会福祉を目的とする事業の健全発達及び

社会福祉に関する活動の活性化により、地域福祉の推進を図ることを目的とする。 

 

  ② 会員数（令和６年３月末時点） 

    普通会員42,824戸、賛助会員249人、施設会員25施設、団体会員14団体、 

特別会員20団体 
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  ③ 役員及び職員（令和６年４月１日現在） 

   【評議員会】評議員27名 

   【理 事 会】会長１名、副会長２名、常務理事１名、理事10名、監事２名 

   【職 員】事務局長１名、正規職員40名、非正規職員253名 

 

  ④ 主な事業（定款より） 

   ア 社会福祉を目的とする事業の企画及び実施 

   イ 社会福祉に関する活動への住民の参加のための援助 

   ウ 社会福祉を目的とする事業に関する調査、普及、宣伝、連絡、調整及び助成 

   エ 社会福祉を目的とする事業の健全な発達を図るために必要な事業 

   オ 保健医療、教育その他の社会福祉と関連する事業との連絡 

   カ 共同募金事業への協力 

   キ 藤枝老人福祉センターの経営 

   ク 藤枝市地域包括支援センターの経営 

   ケ 藤枝市生きがい対応型デイサービスセンターの経営 

   コ 福祉サービス利用援助事業 

   サ 生活支援体制整備事業 

   シ 老人居宅介護等事業の経営 

   ス 障害福祉サービス事業の経営 

   セ 移動支援事業の経営 

   ソ 特定相談支援事業の経営 

   タ 障害児相談支援事業の経営 

   チ 一般相談支援事業の経営 

   ツ 居宅介護支援事業の経営 

   テ 放課後児童健全育成事業の受託経営 

   ト 障害児通所支援事業の経営 

   ナ 介護予防・生活支援サービス事業 

   ニ その他この法人の目標達成のため必要な事業 

 

 (2)  市からの財政援助（藤枝市福祉のまちづくり事業費補助金） 

    令和４年度、５年度に藤枝市補助金等交付規則、藤枝市福祉のまちづくり事業費

補助金交付要綱に基づき交付された補助金は次のとおりである。 

     令和４年度 ４０，０００，０００円 

     令和５年度 ３６，０００，０００円 
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 (3)  事業収支決算の状況 

  ① 令和４年度の収支決算の状況は次表のとおりである。 

 【収入】                               （単位：円） 

項  目 予算額 決算額 摘  要 

市補助金 40,000,000 40,000,000 福祉のまちづくり事業費補助金 

自主財源 7,670,000 7,576,799 会費、共同募金配分金等 

合  計 47,670,000 47,576,799  

 

 【支出】                               （単位：円） 

項  目 予算額 決算額 摘  要 

福祉専門員設置費 27,652,000 28,869,991 
常務理事報酬、 
地域支援担当職員５人

１ 交流とつながりを深める地域づくり 16,168,000 14,984,647  

(1) 地域共生の意識づくり 7,866,000 6,851,323  

①福祉教育実践校事業 2,500,000 1,704,326  

 助成金 2,500,000 902,000 小学校 10校､中学校５校 

 消耗品費 0 614,440  

 印刷製本費  0 19,854  

 通信運搬費  0 39,844  

 賃借料 0 36,241 会場使用料 

 車両費 0 91,947 ガソリン代 

②福祉教育推進事業 2,111,000 1,931,303  

 人件費 2,111,000 1,931,303 支援員１人  

③大人のための福祉講座 339,000 321,405  

 諸謝金 197,000 50,480 講師 

 消耗品費 69,000 204,265 ＤＶＤ含む  

 印刷製本費  28,000 11,061 チラシ、資料 

 賃借料 7,000 24,130 会場使用料  

 通信運搬費  38,000 29,621 郵送料 

 保険料 0 1,848 損害保険 

④生活サポートサービス「キー坊大縁隊」  2,916,000 2,894,289  

 人件費 2,665,000 2,672,044 支援員１人  

 諸謝金 30,000 0  

 印刷製本費  100,000 78,563  

 消耗品費 50,000 100,677  

 通信運搬費  50,000 17,732 電話、郵送料 

 車両費 0 14,282 ガソリン代  

 保険料 21,000 10,991  
(2) ふれあいを深める地域づくり 8,302,000 8,133,324  

①ふれあいサロン事業 360,000 359,624  

 助成金 306,000 261,000  

 保険料 40,000 26,613  
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項  目 予算額 決算額 摘  要 

 
諸謝金 12,000 0  

消耗品費 1,000 48,128  

 通信運搬費  1,000 23,883  
②居場所づくり推進事業 2,402,000 2,397,140  

 人件費 2,041,000 2,036,614 支援員１人  

 助成金 350,000 147,000  

 通信運搬費  11,000 48,383  

 車両費 0 15,521 ガソリン代  

 消耗品費 0 53,922  

 賃借料 0 95,700  
③各種助成金による支援 2,880,000 2,917,550  

 助成金 2,880,000 2,438,500 地区社協助成事業 

 消耗品費 0 479,050 クリアファイル 

④地域福祉推進事業 2,660,000 2,459,010  

 人件費 2,660,000 2,459,010 支援員１人  

２ 安心して地域で暮らせるまちづくり 46,000 16,656  
(1) 孤立させない地域づくり 46,000 16,656  

①夕方以降の居場所事業 46,000 16,656  

 消耗品費 30,000 16,656  

 印刷製本費  10,000 0  

 保険料 6,000 0  
４ 地域の社会資源を育む仕組みづくり 3,804,000 3,705,505  
(1) 地域福祉を担う人材・組織を育む体制づくり 3,395,000 3,339,083  

①ボランティアセンター事業  2,695,000 2,634,270  

 人件費 2,695,000 2,634,270 支援員１人  

②各種養成講座の開催 75,000 75,464  

 諸謝金 50,000 40,000 講師 

 旅費交通費  5,000 0  

 印刷製本費  15,000 0  

 通信運搬費  2,000 0  

 消耗品費 3,000 32,664  

 保険料 0 2,800  

③障害者サポーター養成講座  198,000 219,286  

 諸謝金 75,000 70,685 講師 

 旅費交通費  25,000 0  

 印刷製本費  20,000 11,557  

 通信運搬費  48,000 10,596  

 消耗品費 30,000 124,768  

 保険料 0 1,680  
④ボランティア活動事業諸経費  0 40,939  

 消耗品費 0 40,939  
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項  目 予算額 決算額 摘  要 

⑤健康福祉大会の開催 427,000 369,124  

 諸謝金 250,000 20,000 講師 

 印刷製本費  124,000 156,154 パンフレット、封筒 

 業務委託料  17,000 0  

 消耗品費 36,000 155,066 記念品 

 賃借料 0 33,000 プロジェクター 

 通信運搬費  0 4,904 郵送料 

(2) 多様な主体が活躍する環境づくり 409,000 366,422  

①ボランティア活動保険加入促進 377,000 334,422  

 保険料 377,000 334,422  
②福祉団体助成金 32,000 32,000  

 助成金 32,000 32,000 １団体 

合  計 47,670,000 47,576,799  

                            収入金額 47,576,799 円 

                            支出金額 47,576,799 円 

                            差引金額      0 円 

 

  ① 令和５年度の収支決算の状況は次表のとおりである。 

 【収入】                               （単位：円） 

項  目 予算額 決算額 摘  要 

市補助金 36,000,000 36,000,000 福祉のまちづくり事業費補助金 

自主財源 12,096,000 10,899,925 会費、共同募金配分金等 

合  計 48,096,000 46,899,925  

 

 【支出】                               （単位：円） 

項  目 予算額 決算額 摘  要 

福祉専門員設置費 29,421,000 28,853,206 
常務理事報酬、  
地域支援担当職員４人  

１ 交流とつながりを深める地域づくり 14,981,000 14,212,473  

(1) 地域共生の意識づくり 6,419,000 5,731,869  

①福祉教育実践校事業 1,000,000 602,000  

 助成金 1,000,000 602,000 小学校９校・中学校５校 

②福祉教育推進事業 1,881,000 1,724,550  

 人件費 1,881,000 1,724,550 支援員１人  

③大人のための福祉講座 352,000 343,255  

 

諸謝金 210,000 19,840 講師  

印刷製本費  28,000 26,182 チラシ、資料  

賃借料 7,000 140,940 会場使用料、映画ＤＶＤ 

消耗品費 69,000 97,040  

通信運搬費  38,000 59,253 チラシ送付  
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項  目 予算額 決算額 摘  要 

④障害者サポーター養成講座  198,000 249,725  

 

諸謝金 75,000 70,685 講師  

旅費交通費  25,000 0  

印刷製本費  20,000 177,360  

通信運搬費  48,000 0  

消耗品費 30,000 0  

保険料 0 1,680 損害保険  

⑤生活サポートサービス「キー坊大縁隊」 2,988,000 2,812,339  

 

人件費 2,817,000 2,760,653 支援員１人  

諸謝金 30,000 0  

印刷製本費  20,000 9,280  

通信運搬費  50,000 21,530 電話料、郵送料  

 
消耗品費 50,000 6,086  

保険料 21,000 14,790 損害保険  

(2) ふれあいを深める地域づくり 8,562,000 8,480,604  

①ふれあいサロン事業 315,000 332,468  

 

助成金 261,000 252,000 運営助成  

保険料 40,000 61,154 損害保険  

諸謝金 12,000 0  

消耗品費 1,000 0  

通信運搬費  1,000 752  

印刷製本費  0 18,562  

②居場所づくり推進事業 2,282,000 2,412,075  

 

助成金 150,000 100,000 運営助成  

保険料 0 25,380  

賃借料 0 195,360  

通信運搬費  11,000 168 郵送料  

人件費 2,121,000 2,091,167 支援員１人  

③各種助成金による支援 2,880,000 2,602,000  

 助成金 2,880,000 2,602,000 地区社協事業助成  

④地域福祉推進事業 3,085,000 3,134,061  

 人件費 3,085,000 3,134,061 支援員１人  

２ 安心して地域で暮らせるまちづくり 46,000 221,499  

(1) 孤立させない地域づくり 46,000 221,499  

①夕方以降の居場所事業 46,000 221,499  

 

消耗品費 30,000 82,014  

印刷製本費  10,000 136,125  

保険料 6,000 1,680 損害保険  

通信運搬費  0 1,680  
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項  目 予算額 決算額 摘  要 

３ 福祉サービスの充実と利用しやすい環境づくり 2,795,000 2,673,617  

(1) 包括的な支援を行う体制づくり 2,795,000 2,673,617  

①ボランティアセンター事業  2,795,000 2,673,617  

 人件費 2,795,000 2,673,617 支援員１人  

４ 地域の社会資源を育む仕組みづくり 853,000 939,130  

(1) 地域福祉を担う人材・組織を育む体制づくり 482,000 546,903  

①各種養成講座の開催 75,000 131,488  

 

諸謝金 50,000 49,683 講師  

広報費 0 0  

旅費交通費  5,000 0  

印刷製本費  15,000 22,127  

通信運搬費  2,000 31,418  

消耗品費 3,000 28,260  

②健康福祉大会の開催 407,000 415,415  

 

業務委託費  42,000 16,176 駐車場整理  

印刷製本費  83,000 126,060 パンフレット等  

諸謝金 30,000 0 アトラクション経費  

消耗品費 35,000 63,304 看板等  

通信運搬費  0 315  

賃借料 217,000 209,560 市民会館、プロジェクター 

(2) 多様な主体が活躍する環境づくり 371,000 392,227  

①ボランティア活動保険加入促進 339,000 360,227  

 保険料 339,000 360,227 損害保険  

②福祉団体助成金 32,000 32,000  

 助成金 32,000 32,000 １団体  

合  計 48,096,000 46,899,925  

                            収入金額 46,899,925 円 

                            支出金額 46,899,925 円 

                            差引金額      0 円 

 

 (4)  総括 

    監査対象の補助金に係る出納、その他の事務について監査した結果、団体の事業

執行に係る事務及び経理事務について、概ね適正に処理されていた。しかしながら、

一部の評議員会及び理事会において議事録が作成されていない、毎月末日における

月次試算表の作成及び会長への報告がされていない、収納した金銭が５日以内に納

入されていない等、一部において改善を要する事項が見受けられたので、適正に処

理するよう指導した。 

    また、所管課においても事業計画書及び事業報告書の記載内容について補助金交

付要綱と整合性を図るよう指導するとともに、団体に対し引き続き指導・監督する
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よう併せて指導した。 

    藤枝市社会福祉協議会は、昭和３０年に任意団体として設立、昭和４５年４月に

社会福祉法人として設立され、地域住民や企業等が会員となり、地域福祉課題の解

決を図りながら様々な社会福祉事業を通じて、地域福祉社会の推進を図っている。 

    近年は、ライフスタイルの多様化や価値観の変化等、社会構造や情勢が目まぐる

しく変化していることに加え、支援を必要としている人が増加する一方で、それを

支える人材の確保も大きな課題となっており、地区社会福祉協議会をはじめとした

多くの団体においては、構成員の高齢化が進み存続が危ぶまれている。 

    このような状況の中、大人のための福祉講座、生活サポートサービス「キー坊大

縁隊」、地区社協への支援、居場所づくり支援事業等を行い、積極的に地域福祉の充

実に努めている。地域住民に一番近い立場にある福祉団体として地域福祉の核とな

り関係団体と協働して活動を行うだけでなく、活動の持続性を確保するために財政

基盤の強化にも取り組んでいる。 

    今後においても、引き続き補助金の目的である市民福祉の向上を図るため、市と

両輪となって「第５次藤枝市地域福祉計画・地域福祉活動計画」を着実に推進して

いただき、地域における福祉の担い手の確保・育成に努めるとともに、地区社会福

祉協議会だけでなく、地域で活動する様々な団体と連携し、多方面から地域福祉の

推進が図られる組織体制についても検討していくよう望むものである。 

 


